
嘉
慶
十
三
年
（
一
八
〇
八
）
十
二
月
二
十
一
日

注
（1
）
垂
憐　

あ
わ
れ
み
を
垂
れ
る
。
哀
れ
む
。

2-105-08

国
王
尚
灝
の
、
中
国
商
船
の
返
還
の
た
め
派
遣
し
た
員
役
の
接
回
の
た

め
都
通
事
毛
廷
器
等
に
付
し
た
執
照

（
嘉
慶
十
三
《
一
八
〇
八
》
、
十
二
、
二
十
一
）

琉
球
国
中
山
王
尚
（
灝
）、
員
役
を
接
回
せ
ん
が
事
の
為
に
す
。

照
得
し
た
る
に
、
嘉
慶
十
一
年
、
進
貢
二
号
船
隻
、
台
湾
洋
面
に
漂
到

し
、
礁
に
衝
り
て
撃
砕
す
。
其
の
員
役
等
に
至
り
て
は
、
船
を
雇
い
て
回
国

せ
り
。
特
に
都
通
事
鄭
崇
基
等
を
遣
わ
し
、
其
の
船
を
奉
還
せ
し
む
。

又
、
嘉
慶
十
二
年
、
接
貢
船
隻
、
海
壇
に
漂
到
し
、
礁
に
撞
り
て
撃
砕

す
。
所
有
の
員
役
等
は
船
を
雇
い
て
回
国
せ
り
。
亦
た
、
都
通
事
鄭
世
俊
等

を
遣
わ
し
、
其
の
船
を
奉
還
せ
し
む
。
各
々
経
に
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司

に
移
咨
し
て
案
に
在
り
。

茲
に
査
す
る
に
、
返
船
の
員
役
等
は
、
応
該
に
来
夏
に
謝
恩
の
船
隻
に
附

搭
し
て
回
国
せ
し
む
べ
し
。
但
だ
許
多
の
人
数
な
れ
ば
、
一
船
に
搭
回
す
る

こ
と
能
わ
ず
。
特
に
都
通
事
毛
廷
器
等
を
遣
わ
し
、
梢
役
共
に
六
十
三
員
名

を
率
領
し
、
海
船
一
隻
に
坐
駕
し
、
福
建
に
前
来
せ
し
め
、
各
返
船
の
都
通

事
鄭
崇
基
・
鄭
世
俊
等
を
将
て
派
搭
し
て
回
国
せ
し
め
ん
と
す
。

但
だ
差
去
せ
る
員
役
は
、
文
憑
無
け
れ
ば
、
各
処
の
官
軍
の
阻
留
し
て
便

な
ら
ざ
る
を
恐
る
。
此
れ
が
為
に
理
と
し
て
合
に
執
照
を
給
発
し
、
以
て
通

行
に
便
な
ら
し
む
べ
し
。
今
、
王
府
、
礼
字
第
一
百
九
十
三
号
の
半
印
勘
合

の
執
照
一
道
を
給
し
、
都
通
事
毛
廷
器
等
に
附
し
、
収
執
し
て
前
去
せ
し

む
。
如
し
経
過
の
関
津
及
び
沿
海
巡
哨
の
官
軍
の
験
実
に
遇
え
ば
、
即
便
に

放
行
し
、
留
難
し
て
遅
悞
す
る
を
得
る
毋
か
ら
し
め
よ
。
須
ら
く
執
照
に
至

る
べ
き
者
な
り
。

計
開

在
船
都
通
事
一
員　

毛
廷
器　
　

人
伴
四
名

在
船
使
者
一
員　
　

東
三
錫　
　

人
伴
四
名

管
船
夥
長
・
直
庫
二
名　

阮
世
栄　

常
利
済

水
梢
共
に
五
十
一
名

右
、
執
照
は
都
通
事
毛
廷
器
等
に
付
し
、
此
れ
を
准
け
し
む

嘉
慶
十
三
年
（
一
八
〇
八
）
十
二
月
二
十
一
日

注
（1

）
東
三
錫　

天
願
親
雲
上
。
『
宝
案
』
で
は
嘉
慶
十
三
・
十
七
年
の
在
船
使
者

と
し
て
名
が
み
え
る
（
〔
一
一
七‒

〇
四
〕〔
一
一
八‒

〇
四
〕
参
照
）。
『
世
譜
』

に
嘉
慶
十
八
年
、
東
三
錫
・
向
廷
材
は
春
運
送
馬
艦
船
に
乗
っ
て
大
島
か

ら
戻
る
時
、
八
重
山
に
漂
到
し
、
八
重
山
か
ら
再
び
風
に
遭
い
て
浙
江
省

象
山
県
に
漂
到
し
た
と
あ
る
。

（2

）
阮
世
栄　

嘉
慶
十
三
年
の
管
船
夥
長
。
嘉
慶
五
年
（
一
八
〇
〇
）
に
勤
学

と
し
て
福
建
に
い
た
記
録
が
『
中
山
世
譜
』
に
あ
る
。



（3
 

）
常
利
済　

嘉
慶
十
三
年
の
管
船
直
庫
。


